
(57)【要約】

【課題】組織への処置に際して内視鏡が自動的に拭取ら

れる、使い勝手がよい内視鏡用処置具を提供する。

【解決手段】シース３８に挿通され、シース３８の先端

部に配置され処置を行う処置部６２を有し、処置部６２

を移動させて処置を行う処置位置と処置を行わない待機

位置とに位置決めするように移動可能な処置部材５８と

、処置部材５８を移動させ、処置部６２の位置決めを行

う操作部６０と、シース３８に挿通され、シース３８の

先端部に配置されている拭取部６６を有し、拭取部６６

を移動させて内視鏡３６の先端部を拭取らせるように移

動可能な拭取部材６４と、を有する内視鏡用処置具３０

。この内視鏡用処置具３０は、処置部材５８の移動を拭

取部材６４の移動に変換して、処置部６２の位置決めに

拭取部６６の拭取りを連動させる変換手段６８，７０，

７２，７４をさらに有する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 が 挿 通 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 の 先 端 部 が 配 置 さ れ る 先 端 部 及 び 前 記 内 視 鏡 の 基 端 部 が
配 置 さ れ る 基 端 部 を 有 す る 、 細 長 い 外 管 部 材 と 、
　 前 記 外 管 部 材 に 挿 通 さ れ 、 前 記 外 管 部 材 の 先 端 部 に 配 置 さ れ 処 置 を 行 う 処 置 部 を 有 し 、
前 記 処 置 部 を 移 動 さ せ て 処 置 を 行 う 処 置 位 置 と 処 置 を 行 わ な い 待 機 位 置 と に 位 置 決 め す る
よ う に 移 動 可 能 な 処 置 部 材 と 、
　 前 記 処 置 部 材 を 移 動 さ せ 、 前 記 処 置 部 の 位 置 決 め を 行 う 操 作 部 と 、
　 前 記 外 管 部 材 に 挿 通 さ れ 、 前 記 外 管 部 材 の 先 端 部 に 配 置 さ れ て い る 拭 取 部 を 有 し 、 前 記
拭 取 部 を 移 動 さ せ て 前 記 内 視 鏡 の 先 端 部 を 拭 取 ら せ る よ う に 移 動 可 能 な 拭 取 部 材 と 、
　 前 記 処 置 部 材 の 移 動 を 前 記 拭 取 部 材 の 移 動 に 変 換 し て 、 前 記 処 置 部 の 位 置 決 め に 前 記 拭
取 部 の 拭 取 り を 連 動 さ せ る 変 換 手 段 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 変 換 手 段 は 、 前 記 処 置 部 を 前 記 処 置 位 置 と 前 記 待 機 位 置 と の 間 で 移 動 さ せ る 前 記 処
置 部 材 の 移 動 の 内 の 一 部 分 で は 、 前 記 処 置 部 材 の 移 動 を 前 記 拭 取 部 材 の 移 動 に 変 換 し な い
、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 変 換 手 段 は 、 歯 車 機 構 を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 変 換 手 段 は 、 カ ム 機 構 を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 と 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ 、 内 視 鏡 観 察 下 、 体 腔 内 で 処 置 を 行 う 内 視 鏡
用 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 内 視 鏡 観 察 下 、 体 腔 内 で 処 置 を 行 う 内 視 鏡 用 処 置 具 が 用 い ら れ て い る 。 例 え ば 、
特 許 文 献 １ に は 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 装 置 で は 、
カ テ ー テ ル シ ー ス に 穿 刺 針 及 び ワ イ ヤ ー が 挿 通 さ れ て お り 、 カ テ ー テ ル シ ー ス の 先 端 部 か
ら 穿 刺 針 先 端 部 及 び ワ イ ヤ ー の 先 端 部 の ル ー プ が 突 出 可 能 で あ る 。 こ の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 装
置 で は 、 手 元 側 の ハ ン ド ル を 操 作 し て 、 穿 刺 針 と ワ イ ヤ ー と の 一 方 を 進 行 あ る い は 後 退 さ
せ る と 他 方 が 自 動 的 に 後 退 あ る い は 進 行 し 、 穿 刺 針 先 端 部 と ル ー プ と の 一 方 を 突 出 さ せ る
と 他 方 が 自 動 的 に 収 納 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 内 視 鏡 が 挿 通 さ れ て 、 主 に 大 伏 在 静 脈 皮 下 血 管 を 牽 引 、 採 取 す
る 手 術 に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 シ ー ス が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 用 シ ー ス に は 、 組 織 に
処 置 を 行 う 高 周 波 処 置 具 等 の 処 置 手 段 が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 内 視 鏡 を 体 腔 内 に 挿 入
し て 目 的 部 位 ま で 押 し 進 め て い く 際 に は 、 体 腔 内 の 粘 膜 、 血 液 、 皮 下 脂 肪 等 が 内 視 鏡 の 先
端 部 の 対 物 レ ン ズ 面 に 付 着 す る こ と が あ る 。 ま た 、 高 周 波 処 置 具 に よ っ て 組 織 を 処 置 す る
際 に は 、 組 織 の 焼 灼 に よ っ て 発 生 す る 煙 、 ミ ス ト 、 分 離 組 織 等 が 対 物 レ ン ズ 面 に 付 着 す る
こ と が あ る 。 こ の よ う な 付 着 物 は 、 内 視 鏡 の 視 野 を 妨 げ る た め 、 除 去 す る 必 要 が あ る 。 特
許 文 献 ２ の 内 視 鏡 用 シ ー ス に は 、 組 織 に 処 置 を 行 う 処 置 手 段 と は 別 個 独 立 し て 、 内 視 鏡 の
対 物 レ ン ズ を 拭 取 る た め の 拭 取 手 段 が 設 け ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 ６ ３ ７ １ ９ ６ ３ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ９ ７ ０ ３ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ の 内 視 鏡 用 シ ー ス で は 、 処 置 手 段 と 拭 取 手 段 と が 別 個 独 立 し て い る 。 こ の た
め 、 対 物 レ ン ズ 面 の 付 着 物 を 拭 取 る 際 に は 、 組 織 へ の 処 置 を 中 断 し て 拭 取 手 段 を 操 作 し て
拭 取 り を 行 う 必 要 が あ る の に 加 え て 、 操 作 部 の 構 造 が 複 雑 で 機 器 操 作 が 煩 雑 な も の と な っ
て お り 、 術 者 の 負 担 が 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 組 織 へ の 処
置 に 際 し て 内 視 鏡 が 自 動 的 に 拭 取 ら れ る 、 使 い 勝 手 が よ い 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 内 視 鏡 が 挿 通 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 の 先 端 部 が 配 置 さ れ る 先 端 部 及 び 前
記 内 視 鏡 の 基 端 部 が 配 置 さ れ る 基 端 部 を 有 す る 、 外 管 部 材 と 、 前 記 外 管 部 材 に 挿 通 さ れ 、
前 記 外 管 部 材 の 先 端 部 に 配 置 さ れ 処 置 を 行 う 処 置 部 を 有 し 、 前 記 処 置 部 を 移 動 さ せ て 処 置
を 行 う 処 置 位 置 と 処 置 を 行 わ な い 待 機 位 置 と に 位 置 決 め す る よ う に 移 動 可 能 な 処 置 部 材 と
、 前 記 処 置 部 材 を 移 動 さ せ 、 前 記 処 置 部 の 位 置 決 め を 行 う 操 作 部 と 、 前 記 外 管 部 材 に 挿 通
さ れ 、 前 記 外 管 部 材 の 先 端 部 に 配 置 さ れ て い る 拭 取 部 を 有 し 、 前 記 拭 取 部 を 移 動 さ せ て 前
記 内 視 鏡 の 先 端 部 を 拭 取 ら せ る よ う に 移 動 可 能 な 拭 取 部 材 と 、 前 記 処 置 部 材 の 移 動 を 前 記
拭 取 部 材 の 移 動 に 変 換 し て 、 前 記 処 置 部 の 位 置 決 め に 前 記 拭 取 部 の 拭 取 り を 連 動 さ せ る 変
換 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 処 置 部 に よ っ て 処 置 を 行 う た め に 、 操 作 部 を 操 作 し て
処 置 部 材 を 移 動 さ せ 、 処 置 部 を 移 動 し て 処 置 位 置 に 位 置 決 め す る 際 に は 、 変 換 手 段 に よ っ
て 処 置 部 材 の 移 動 が 拭 取 部 材 の 移 動 に 変 換 さ れ て 、 拭 取 部 が 移 動 さ れ て 内 視 鏡 の 先 端 部 が
拭 取 ら れ る 。 又 は 、 処 置 部 を 待 機 さ せ る た め に 、 操 作 部 を 操 作 し て 処 置 部 材 を 移 動 さ せ 、
処 置 部 を 移 動 し て 待 機 位 置 に 位 置 決 め す る 際 に は 、 変 換 手 段 に よ っ て 処 置 部 材 の 移 動 が 拭
取 部 材 の 移 動 に 変 換 さ れ て 、 拭 取 部 が 移 動 さ れ て 内 視 鏡 の 先 端 部 が 拭 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 変 換 手 段 は 、 前 記 処 置 部 を 前 記 処 置 位 置 と 前 記 待 機 位 置 と の 間
で 移 動 さ せ る 前 記 処 置 部 材 の 移 動 の 内 の 一 部 分 の 移 動 を 、 前 記 拭 取 部 材 の 移 動 に 変 換 し な
い 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 処 置 部 材 の 移 動 の 内 の 一 部 分 の 移 動 に お い て 、 処 置 部
材 は 拭 取 部 材 と は 独 立 に 移 動 さ れ 、 処 置 部 は 拭 取 部 と は 独 立 に 作 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 変 換 手 段 は 、 歯 車 機 構 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 処 置 部 材 の 移 動 を 歯 車 機 構 に よ っ て 拭 取 部 材 の 移 動 に
変 換 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 変 換 手 段 は 、 カ ム 機 構 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 。 　
　 そ し て 、 本 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 処 置 部 材 の 移 動 を カ ム 機 構 に よ っ て 拭 取 部 材 の 移 動 に
変 換 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 組 織 へ の 処 置 に 際 し て 内 視 鏡 の 先 端 部 が 自 動 的 に 拭 取 ら れ 、 内 視 鏡 用
処 置 具 の 使 い 勝 手 が よ く な っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う
に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 本 血 管 ３ ２ を 採 取 す る た め に 本 血 管 ３ ２ か ら 側
枝 血 管 ３ ４ を 切 離 す る た め の も の で あ り 、 本 血 管 ３ ２ が 動 脈 と 静 脈 と の い ず れ で あ っ て も
用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ に は 、 内 視 鏡 ３ ６ が
着 脱 自 在 に 挿 通 可 能 で あ る 。 即 ち 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 外 管 部 材 ３ ８ を 有 し 、 こ の 外 管
部 材 ３ ８ の 基 端 部 に は 内 視 鏡 保 持 部 材 ４ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 外 管 部 材 ３ ８ 及 び 内
視 鏡 保 持 部 材 ４ ０ に は 、 内 視 鏡 導 入 管 ４ ２ が 基 端 部 か ら 先 端 部 へ と 内 装 さ れ て い る 。 内 視
鏡 導 入 管 ４ ２ に は 内 視 鏡 ３ ６ が 摺 動 自 在 に 挿 入 可 能 で あ り 、 内 視 鏡 保 持 部 材 ４ ０ に よ っ て
内 視 鏡 ３ ６ の 基 端 部 が 着 脱 自 在 に 保 持 可 能 で あ っ て 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ に 内 視 鏡 ３ ６ が
着 脱 自 在 に 挿 通 可 能 と な っ て い る 。 そ し て 、 内 視 鏡 ３ ６ が 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ に 装 着 さ れ
て い る 場 合 に は 、 内 視 鏡 ３ ６ の 先 端 部 は 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 先 端 部 か ら 所 定 量 だ け 突 出
し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 本 血 管 ３ ２ を 取 込 ん で 側 枝 血 管 ３ ４ を 保 持 す る た め の 保
持 手 段 を 有 す る 。 即 ち 、 外 管 部 材 ３ ８ に は 、 基 端 部 か ら 先 端 部 へ と 保 持 部 材 チ ャ ン ネ ル ４
４ ｂ が 貫 通 形 成 さ れ て お り 、 こ の 保 持 部 材 チ ャ ン ネ ル ４ ４ ｂ に 保 持 部 材 ４ ４ が 進 退 自 在 に
挿 通 さ れ て い る 。 保 持 部 材 ４ ４ の 基 端 部 は 、 外 管 部 材 ３ ８ の 基 端 部 に お い て 内 視 鏡 用 処 置
具 ３ ０ の 長 手 軸 方 向 に 延 設 さ れ て い る 保 持 部 材 ス リ ッ ト ４ ４ ｃ を 介 し て 保 持 部 材 操 作 部 ４
６ に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 保 持 部 材 操 作 部 ４ ６ は 上 記 長 手 軸 方 向 に 進 退 自 在 で あ り 、 保 持
部 材 操 作 部 ４ ６ を 上 記 長 手 軸 方 向 に 進 退 さ せ る こ と に よ り 保 持 部 材 ４ ４ を 進 退 さ せ る こ と
が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 保 持 部 材 ４ ４ の 先 端 部 は 、 外 管 部 材 ３ ８ の 先 端 部 か ら 突 出 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 保 持 部 材 ４ ４ の 先 端 部 に は 、 本 血 管 ３ ２ を 取 込 ん で 側 枝 血 管 ３ ４ を 保 持 す る 保 持 部 ４ ８
が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 保 持 部 ４ ８ は 上 記 長 手 軸 方 向 に 互 い に 並 設 さ れ て い る 固 定 軸 ５ ０
と 保 持 部 軸 ５ ２ と を 有 し 、 こ れ ら 固 定 軸 ５ ０ と 保 持 部 軸 ５ ２ と の 先 端 部 に は 略 長 方 形 の 薄
板 形 状 の 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 固 定 軸 ５ ０ 、 保 持 部 軸 ５ ２ 、 保 持
部 先 端 部 材 ５ ４ に よ っ て 、 本 血 管 ３ ２ を 取 込 む 取 込 開 口 ５ ６ が 規 定 さ れ て い る 。 そ し て 、
保 持 部 軸 ５ ２ は 上 記 長 手 軸 方 向 に 進 退 自 在 で あ り 、 保 持 部 軸 ５ ２ の 先 端 部 は 、 保 持 部 先 端
部 材 ５ ４ に ロ ッ ク さ れ 取 込 開 口 ５ ６ の 一 側 部 を 閉 状 態 と す る 閉 位 置 と 、 基 端 側 に 最 大 限 移
動 さ れ 取 込 開 口 ５ ６ の 一 側 部 を 開 状 態 と す る 開 位 置 と の 間 で 移 動 さ れ る 。 な お 、 保 持 部 軸
５ ２ は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 基 端 部 に 配 設 さ れ て い る 保 持 部 軸 操 作 部 に よ っ て 進 退 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 本 血 管 ３ ２ か ら 側 枝 血 管 ３ ４ を 切 離 す る た め の 切 離 手 段
を 有 す る 。 切 離 手 段 は 、 保 持 手 段 の 保 持 部 材 チ ャ ン ネ ル ４ ４ ｂ 、 保 持 部 材 ４ ４ 、 保 持 部 材
ス リ ッ ト ４ ４ ｃ 、 及 び 、 保 持 部 材 操 作 部 ４ ６ と 同 様 な 構 成 の 切 離 部 材 チ ャ ン ネ ル ５ ８ ｂ 、
処 置 部 材 と し て の 切 離 部 材 ５ ８ 、 切 離 部 材 ス リ ッ ト ５ ８ ｃ 、 及 び 、 切 離 部 材 操 作 部 ６ ０ を
有 す る 。 但 し 、 切 離 部 材 ５ ８ の 先 端 部 に は 、 本 血 管 ３ ２ か ら 側 枝 血 管 ３ ４ を 切 離 す る 処 置
部 と し て の 切 離 部 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 切 離 部 ６ ２ は 、 バ イ ポ ー ラ 高 周 波
電 流 を 用 い て 組 織 を 焼 灼 切 開 す る も の で あ る 。 そ し て 、 切 離 部 材 操 作 部 ６ ０ を 上 記 長 手 軸
方 向 に 進 退 さ せ る こ と に よ り 、 切 離 部 材 ５ ８ を 進 退 さ せ て 、 切 離 部 ６ ２ を 切 離 を 行 わ な い
基 端 側 の 待 機 位 置 （ 図 ３ 参 照 ） と 、 切 離 を 行 う 先 端 側 の 処 置 位 置 と し て の 切 離 位 置 （ 図 ４
参 照 ） と の 間 で 移 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ に 装 着 さ れ て い る 内 視 鏡 ３ ６ の 先 端
部 の 対 物 レ ン ズ 面 を 拭 取 る た め の 拭 取 手 段 を 有 す る 。 即 ち 、 外 管 部 材 ３ ８ に は 、 基 端 部 か
ら 先 端 部 へ と 拭 取 部 材 チ ャ ン ネ ル ６ ４ ｂ が 貫 通 形 成 さ れ て お り 、 こ の 拭 取 チ ャ ン ネ ル に 拭
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取 部 材 ６ ４ が 自 身 の 中 心 軸 の 軸 周 り 方 向 に 回 転 自 在 に 挿 通 さ れ て い る 。 こ の 拭 取 部 材 ６ ４
の 先 端 部 は 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 先 端 部 か ら 突 出 さ れ て お り 、 拭 取 部 材 ６ ４ の 先 端 部 に は
対 物 レ ン ズ 面 を 拭 取 る ワ イ パ ー 形 状 の 拭 取 部 ６ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 拭 取 部 材 ６ ４
を 軸 周 り 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 拭 取 部 ６ ６ が 対 物 レ ン ズ 面 に 圧 接 さ れ な が ら 対 物
レ ン ズ 面 を 横 断 し 、 対 物 レ ン ズ 面 の 拭 取 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 切 離 部 材 ５ ８ の 進 退 を 拭 取 部 材 ６ ４ の 回 転 に 変 換 す る
変 換 手 段 を 有 す る 。 即 ち 、 切 離 部 材 ５ ８ の 基 端 部 に は 、 上 記 長 手 軸 方 向 に 雄 ね じ 部 ６ ８ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の 雄 ね じ 部 ６ ８ は 、 円 筒 状 の 第 １ の 歯 車 ７ ２ の 内 周 面 に 形 成 さ れ て い
る 雌 ね じ 部 ７ ０ に 螺 合 さ れ る 。 第 １ の 歯 車 ７ ２ は 、 上 記 長 手 軸 方 向 に 延 設 さ れ 、 自 身 の 中
心 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 自 在 で あ る 。 そ し て 、 切 離 部 材 ５ ８ が 上 記 長 手 軸 方 向 に 進 退 さ れ
て 、 切 離 部 材 ５ ８ の 雄 ね じ 部 ６ ８ と 第 １ の 歯 車 ７ ２ の 雌 ね じ 部 ７ ０ と が 螺 合 さ れ て 相 互 作
用 す る こ と に よ り 、 第 １ の 歯 車 ７ ２ が 自 身 の 中 心 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 さ れ る 。 第 １ の 歯
車 ７ ２ の 外 周 面 の 歯 部 は 、 円 筒 状 の 第 ２ の 歯 車 ７ ４ の 外 周 面 の 歯 部 に 歯 合 さ れ て い る 。 こ
の 第 ２ の 歯 車 ７ ４ は 、 上 記 長 手 軸 方 向 に 延 設 さ れ 、 自 身 の 中 心 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 自 在
で あ る 。 そ し て 、 第 ２ の 歯 車 ７ ４ に は 、 拭 取 部 材 ６ ４ が 共 軸 に 連 結 さ れ て い る 。 即 ち 、 第
１ の 歯 車 ７ ２ に よ っ て 第 ２ の 歯 車 ７ ４ が 自 身 の 中 心 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 さ れ る と 、 拭 取
部 材 ６ ４ も 自 身 の 中 心 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 さ れ 、 拭 取 部 ６ ６ に よ っ て 内 視 鏡 ３ ６ の 対 物
レ ン ズ 面 の 拭 取 り が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 切 離 部 材 ５ ８ が 基 端 に あ る 場 合 に 切 離 部 材 ５ ８ の 雄 ね じ 部 ６ ８ と 第 １ の 歯 車 ７ ２
の 雌 ね じ 部 ７ ０ と が 最 大 限 螺 合 し て お り 、 切 離 部 材 ５ ８ を 基 端 側 か ら 先 端 側 へ と 進 行 さ せ
る と 、 切 離 部 材 ５ ８ が 先 端 に 到 達 す る 前 に 雄 ね じ 部 ６ ８ と 雌 ね じ 部 ７ ０ と の 螺 合 が 解 除 さ
れ る 。 こ の 螺 合 が 解 除 さ れ る 際 の 切 離 部 ６ ２ の 位 置 を 、 以 下 で は 解 除 位 置 と 称 す る 。 即 ち
、 切 離 部 ６ ２ が 待 機 位 置 と 解 除 位 置 と の 間 に あ る 場 合 に は 切 離 部 材 ５ ８ と 拭 取 部 材 ６ ４ と
が 連 動 さ れ 、 切 離 部 ６ ２ が 解 除 位 置 と 切 離 位 置 と の 間 に あ る 場 合 に は 切 離 部 材 ５ ８ は 拭 取
部 材 ６ ４ と は 独 立 に 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 操 作 で は 、 例
え ば 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 基 端 部 を 片 手 で 保 持 し つ つ 、 切 離 部 材 操 作 部 ６ ０ を 親 指 で 操
作 し 、 保 持 部 軸 操 作 部 及 び 保 持 部 材 操 作 部 ４ ６ を 親 指 以 外 の 指 で 操 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ を 用 い て 側 枝 血 管 ３ ４ の 切 離 処 置 を 行 う 際 に は 、 図 ５ Ａ 、 図 ５ Ｂ 及
び 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ３ ６ を 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ に 挿 通 す る と 共 に 、 切 離 部 材
操 作 部 ６ ０ を 基 端 に 配 置 し て 、 切 離 部 ６ ２ を 待 機 位 置 に 位 置 決 め し て お く 。 そ し て 、 内 視
鏡 ３ ６ 及 び 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ を 体 腔 内 に 挿 入 し て 、 内 視 鏡 ３ ６ 及 び 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０
の 先 端 部 を 目 的 部 位 に 押 し 進 め る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 内 視 鏡 ３ ６ 及 び 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 先 端 部 を 目 的 部 位 に 押 し 進 め た 後 、 図 ６ Ａ 、 図 ６
Ｂ 及 び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 切 離 部 材 操 作 部 ６ ０ を 基 端 か ら 先 端 へ と 進 行 さ せ て 、 切 離
部 ６ ２ を 待 機 位 置 か ら 解 除 位 置 ま で 移 動 さ せ る 。 こ の 際 、 切 離 部 材 ５ ８ の 進 行 が 雄 ね じ 部
６ ８ 、 雌 ね じ 部 ７ ０ 、 並 び に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 歯 車 ７ ４ に よ っ て 拭 取 部 材 ６ ４ の 一 方 向 へ
の 回 転 に 変 換 さ れ て 、 拭 取 部 材 ６ ４ の 先 端 部 の 拭 取 部 ６ ６ に よ っ て 内 視 鏡 ３ ６ の 対 物 レ ン
ズ 面 が 少 な く と も 一 回 拭 取 ら れ る 。 こ こ で 、 内 視 鏡 ３ ６ の 先 端 部 を 目 的 部 位 ま で 押 し 進 め
る 際 に は 、 体 腔 内 の 粘 膜 、 血 液 、 皮 下 脂 肪 等 が 対 物 レ ン ズ 面 に 付 着 す る こ と が あ る が 、 こ
の よ う な 付 着 物 は 、 切 離 部 ６ ２ の 位 置 決 め に 連 動 す る 拭 取 部 ６ ６ の 拭 取 り に よ っ て 拭 取 ら
れ 、 内 視 鏡 ３ ６ の 良 好 な 視 野 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 視 鏡 観 察 下 、 側 枝 血 管 ３ ４ の 切 離 操 作 を 行 う 。 ま ず 、 保 持 部 材 操 作 部 ４ ６ を 操 作 し て
保 持 部 ４ ８ を 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ か ら 突 出 さ せ 、 保 持 部 軸 ５ ２ を 基 端 側 に 後 退 さ せ て 取 込
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開 口 ５ ６ の 一 側 部 を 開 状 態 に す る 。 そ し て 、 保 持 部 材 操 作 部 ４ ６ を 操 作 し て 取 込 開 口 ５ ６
内 に 本 血 管 ３ ２ を 引 っ 掛 け て 、 保 持 部 軸 ５ ２ を 先 端 側 に 進 行 さ せ て 取 込 開 口 ５ ６ の 一 側 部
を 閉 状 態 に し て 取 込 開 口 ５ ６ に 本 血 管 ３ ２ を 取 込 む 。 そ し て 、 保 持 部 材 操 作 部 ４ ６ を 操 作
し て 保 持 部 ４ ８ を 進 退 さ せ 、 側 枝 血 管 ３ ４ を 保 持 部 ４ ８ に 引 っ 掛 け て テ ン シ ョ ン を 加 え 、
保 持 部 ４ ８ に よ っ て 側 枝 血 管 ３ ４ を 保 持 す る 。 こ の 後 、 切 離 部 材 操 作 部 ６ ０ を 操 作 し て 切
離 部 ６ ２ を 解 除 位 置 か ら 進 行 さ せ て 側 枝 血 管 ３ ４ に 当 接 さ せ 、 切 離 部 ６ ２ に よ っ て 本 血 管
３ ２ か ら 側 枝 血 管 ３ ４ を 焼 灼 し て 切 離 す る 。 こ の 際 、 雄 ね じ 部 ６ ８ と 雌 ね じ 部 ７ ０ と の 螺
合 が 解 除 さ れ て い る た め 、 切 離 部 材 ５ ８ の 進 退 は 拭 取 部 材 ６ ４ の 回 転 に 変 換 さ れ ず 、 切 離
部 ６ ２ は 解 除 位 置 と 切 離 位 置 と の 間 で 拭 取 部 ６ ６ と は 独 立 に 作 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 血 管 ３ ２ か ら 側 枝 血 管 ３ ４ が 切 離 さ れ た ら 、 切 離 部 材 操 作 部 ６ ０ を 先 端 か ら 基 端 へ と
後 退 さ せ る 。 切 離 部 ６ ２ を 解 除 位 置 か ら 待 機 位 置 ま で 移 動 さ せ る 際 に 、 切 離 部 材 ５ ８ の 後
退 が 雄 ね じ 部 ６ ８ 、 雌 ね じ 部 ７ ０ 、 並 び に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 歯 車 ７ ４ に よ っ て 拭 取 部 材 ６
４ の 他 方 向 へ の 回 転 に 変 換 さ れ て 、 拭 取 部 材 ６ ４ の 先 端 部 の 拭 取 部 ６ ６ に よ っ て 内 視 鏡 ３
６ の 対 物 レ ン ズ 面 が 少 な く と も 一 回 拭 取 ら れ る 。 こ こ で 、 切 離 部 ６ ２ に よ っ て 本 血 管 ３ ２
か ら 側 枝 血 管 ３ ４ を 切 離 す る 際 に は 、 組 織 の 焼 灼 に よ っ て 発 生 す る 煙 、 ミ ス ト 、 分 離 組 織
等 が 対 物 レ ン ズ 面 に 付 着 す る こ と が あ る が 、 こ の よ う な 付 着 物 は 、 切 離 部 ６ ２ の 位 置 決 め
に 連 動 す る 拭 取 部 ６ ６ の 拭 取 り に よ っ て 拭 取 ら れ 、 内 視 鏡 ３ ６ の 良 好 な 視 野 が 確 保 さ れ る
。 以 下 同 様 に 、 本 血 管 ３ ２ を 採 取 で き る よ う に 、 本 血 管 ３ ２ か ら 側 枝 血 管 ３ ４ を 順 次 切 離
し て い く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用
処 置 具 ３ ０ で は 、 側 枝 血 管 ３ ４ の 切 離 を 行 う た め に 、 切 離 部 材 操 作 部 ６ ０ を 操 作 し て 切 離
部 材 ５ ８ を 進 行 さ せ 、 切 離 部 ６ ２ を 待 機 位 置 か ら 切 離 位 置 に 位 置 決 め す る 際 に は 、 変 換 手
段 に よ っ て 切 離 部 材 ５ ８ の 進 行 が 拭 取 部 材 ６ ４ の 一 方 向 へ の 回 転 に 変 換 さ れ て 、 拭 取 部 ６
６ に よ っ て 内 視 鏡 ３ ６ の 先 端 部 が 拭 取 ら れ て い る 。 ま た 、 側 枝 血 管 ３ ４ の 切 離 の 後 、 切 離
部 材 操 作 部 ６ ０ を 操 作 し て 切 離 部 材 ５ ８ を 後 退 さ せ 、 切 離 部 ６ ２ を 解 除 位 置 か ら 待 機 位 置
に 位 置 決 め す る 際 に は 、 変 換 手 段 に よ っ て 切 離 部 材 ５ ８ の 後 退 が 拭 取 部 材 ６ ４ の 他 方 向 へ
の 回 転 に 変 換 さ れ て 、 拭 取 部 ６ ６ に よ っ て 内 視 鏡 ３ ６ の 先 端 部 が 拭 取 ら れ て い る 。 こ の よ
う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 切 離 部 材 操 作 部 ６ ０ を 操 作 し て 側 枝 血 管 ３ ４ を 切 離 す る に 際 し て
、 内 視 鏡 ３ ６ の 対 物 レ ン ズ 面 が 自 動 的 に 拭 取 ら れ る た め 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 使 い 勝 手
が よ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 切 離 部 ６ ２ は 待 機 位 置 と 切 離 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る が 、 こ の 内 、 解 除 位 置
と 切 離 位 置 と の 間 で は 、 切 離 部 材 ５ ８ の 進 退 が 変 換 手 段 に よ っ て 拭 取 部 材 ６ ４ の 回 転 に 変
換 さ れ ず 、 切 離 部 ６ ２ を 拭 取 部 ６ ６ と は 独 立 に 作 動 さ せ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 こ の
た め 、 不 要 な 拭 取 り が 回 避 さ れ て い る と 共 に 、 切 離 部 ６ ２ に よ っ て 切 離 を 行 う 際 に 切 離 部
６ ２ を 進 退 さ せ る の に 必 要 な 操 作 力 が 小 さ く な っ て お り 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 使 い 勝 手
が さ ら に よ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る
構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態
の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ で は 、 ラ ッ ク 部 ７ ６ 並 び に 第 １ 及 び 第 ２ の 傘 歯 車 ７ ８ ， ８ ０ に よ っ
て 、 切 離 部 材 ５ ８ の 進 退 を 拭 取 部 材 ６ ４ の 回 転 に 変 換 す る 変 換 手 段 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 即 ち 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 切 離 部 材 ５ ８ の 基 端 部 に は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 長 手 軸
方 向 に ラ ッ ク 部 ７ ６ が 延 設 さ れ て い る 。 こ の ラ ッ ク 部 ７ ６ に は 、 第 １ の 傘 歯 車 ７ ８ の 軸 部
が 歯 合 さ れ て い る 。 こ の 第 １ の 傘 歯 車 ７ ８ は 、 ラ ッ ク 部 ７ ６ の 進 退 方 向 に 略 直 行 し て 配 設
さ れ て お り 、 自 身 の 中 心 軸 の 軸 周 り 方 向 に 回 転 自 在 で あ る 。 即 ち 、 ラ ッ ク 部 ７ ６ が 上 記 長
手 軸 方 向 に 進 退 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の 傘 歯 車 ７ ８ は 自 身 の 中 心 軸 の 軸 周 り 方 向 に 回 転
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さ れ る こ と と な る 。 こ の 第 １ の 傘 歯 車 ７ ８ の 歯 部 に は 、 第 ２ の 傘 歯 車 ８ ０ の 歯 部 が 歯 合 さ
れ て い る 。 こ の 第 ２ の 傘 歯 車 ８ ０ は 、 拭 取 部 材 ６ ４ の 基 端 部 に 共 軸 に 連 結 さ れ て い る 。 即
ち 、 第 １ の 傘 歯 車 ７ ８ に よ っ て 第 ２ の 傘 歯 車 ８ ０ が 自 身 の 中 心 軸 の 軸 周 り 方 向 に 回 転 さ れ
る と 、 拭 取 部 材 ６ ４ が 自 身 の 中 心 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 切 離 部 材 ５ ８ が 基 端 に あ る 場 合 に は 、 切 離 部 材 ５ ８ の ラ ッ ク 部 ７ ６ の 先 端 部 と 第
１ の 傘 歯 車 ７ ８ の 軸 部 と が 歯 合 し て お り 、 切 離 部 材 ５ ８ を 基 端 側 か ら 先 端 側 へ と 進 行 さ せ
る と 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 切 離 部 材 ５ ８ が 先 端 に 到 達 す る 前 に ラ ッ ク 部 ７ ６ と 第 １
の 傘 歯 車 ７ ８ の 軸 部 と の 歯 合 が 解 除 さ れ る 。 こ の 歯 合 が 解 除 さ れ る 際 の 切 離 部 ６ ２ の 位 置
が 解 除 位 置 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 切 離 部 ６ ２ を 待 機 位
置 と 解 除 位 置 と の 間 で 移 動 さ せ る 際 に は 、 切 離 部 材 ５ ８ の 進 退 が ラ ッ ク 部 ７ ６ 並 び に 第 １
及 び 第 ２ の 傘 歯 車 ７ ８ ， ８ ０ に よ っ て 拭 取 部 材 ６ ４ の 回 転 に 変 換 さ れ て 、 拭 取 部 材 ６ ４ の
先 端 部 の 拭 取 部 ６ ６ に よ っ て 内 視 鏡 ３ ６ の 対 物 レ ン ズ 面 が 拭 取 ら れ る 。 ま た 、 切 離 部 ６ ２
は 待 機 位 置 と 切 離 位 置 と の 間 で 移 動 さ れ る が 、 こ の 内 、 解 除 位 置 と 切 離 位 置 と の 間 で は 、
ラ ッ ク 部 ７ ６ と 第 １ の 傘 歯 車 ７ ８ の 軸 部 と の 歯 合 が 解 除 さ れ て い る た め 、 切 離 部 材 ５ ８ の
進 退 が 拭 取 部 材 ６ ４ の 回 転 に 変 換 さ れ ず 、 切 離 部 ６ ２ は 拭 取 部 ６ ６ と は 独 立 に 作 動 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ と 同
様 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す
る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施
形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ で は 、 押 圧 部 ８ ２ と カ ム 部 材 ８ ４ と に よ る カ ム 機 構 に よ っ て 、
切 離 部 材 ５ ８ の 進 退 を 拭 取 部 材 ６ ４ の 回 転 に 変 換 す る 変 換 手 段 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 即 ち 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 拭 取 部 材 ６ ４ の 基 端 部 に は 、 カ ム 部 材 ８ ４ が 連 結 さ れ て い
る 。 こ の カ ム 部 材 ８ ４ の 基 端 部 は 、 拭 取 部 材 ６ ４ と 共 軸 な 軸 部 材 ８ ５ に 枢 着 さ れ て お り 、
拭 取 部 材 ６ ４ と カ ム 部 材 ８ ４ と は 、 拭 取 部 材 ６ ４ の 中 心 軸 の 軸 回 り 方 向 に 一 体 的 に 回 転 自
在 で あ る 。 カ ム 部 材 ８ ４ の 先 端 面 に は 、 カ ム 斜 面 ８ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 切 離 部 材
５ ８ の 基 端 部 に は 、 押 圧 部 ８ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 押 圧 部 ８ ２ は 、 切 離 部 材 ５ ８ を 先
端 か ら 基 端 ま で 後 退 さ せ て い く と 、 カ ム 部 材 ８ ４ の カ ム 斜 面 ８ ６ を 押 圧 し 、 カ ム 部 材 ８ ４
を 回 転 さ せ つ つ カ ム 斜 面 ８ ６ 上 を 摺 動 さ れ る 。 こ の カ ム 部 材 ８ ４ の 回 転 に よ っ て 、 拭 取 部
材 ６ ４ が 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 軸 部 材 ８ ５ に は 巻 き ば ね 形 態 の 付 勢 部 材
８ ８ が 回 設 さ れ て お り 、 付 勢 部 材 ８ ８ の 一 端 部 及 び 他 端 部 は 夫 々 軸 部 材 ８ ５ 及 び カ ム 部 材
８ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 付 勢 部 材 ８ ８ は 、 カ ム 部 材 ８ ４ を 押 圧 部 ８ ２ の 押 圧 に よ
る 回 転 方 向 と は 逆 方 向 に 付 勢 し て い る 。 こ の た め 、 切 離 部 材 ５ ８ を 基 端 か ら 先 端 ま で 進 行
さ せ て い く と 、 付 勢 部 材 ８ ８ の 付 勢 に よ り 、 カ ム 部 材 ８ ４ は カ ム 斜 面 ８ ６ を 押 圧 部 ８ ２ に
当 接 さ せ つ つ 押 圧 部 ８ ２ に 追 従 し て 回 転 さ れ る 。 こ の カ ム 部 材 ８ ４ の 回 転 に よ っ て 、 拭 取
部 材 ６ ４ は 押 圧 部 ８ ２ の 押 圧 に よ る 回 転 方 向 と は 逆 方 向 に 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 切 離 部 材 ５ ８ が 基 端 に あ る 場 合 に は 、 押 圧 部 ８ ２ と カ ム 斜 面 ８ ６ と が 係 合 さ れ て
、 カ ム 部 材 ８ ４ は 最 大 限 回 転 さ れ て お り 、 切 離 部 材 ５ ８ を 基 端 側 か ら 先 端 側 へ と 進 行 さ せ
る と 、 切 離 部 材 ５ ８ が 先 端 に 到 達 す る 前 に 押 圧 部 ８ ２ と カ ム 斜 面 ８ ６ と の 当 接 が 解 除 さ れ
る 。 こ の 係 合 が 解 除 さ れ る 際 の 切 離 部 ６ ２ （ 図 ６ Ａ 等 参 照 ） の 位 置 が 解 除 位 置 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 切 離 部 ６ ２ を 待 機 位
置 と 解 除 位 置 と の 間 で 移 動 さ せ る 際 に は 、 切 離 部 材 ５ ８ の 進 退 が 押 圧 部 ８ ２ 及 び カ ム 部 材
８ ４ に よ っ て 拭 取 部 材 ６ ４ の 回 転 に 変 換 さ れ る 。 ま た 、 解 除 位 置 と 切 離 位 置 と の 間 で は 、
押 圧 部 ８ ２ と カ ム 斜 面 ８ ６ と の 係 合 が 解 除 さ れ て い る た め 、 切 離 部 ６ ２ は 拭 取 部 ６ ６ と は
独 立 に 作 動 さ れ る 。 　
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ と 同
様 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ４ 乃 至 図 １ ６ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 １ 参 考 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有
す る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ 実 施 形 態 で は 、 保 持 部 ４ ８ に よ っ て 本 血 管 ３ ２ を 取 込 む 際 に は 、 保 持 部 軸 ５ ２ を 基
端 側 に 後 退 さ せ て 取 込 開 口 ５ ６ の 一 側 部 を 開 状 態 に し 、 保 持 部 材 操 作 部 ４ ６ を 操 作 し て 取
込 開 口 ５ ６ 内 に 本 血 管 ３ ２ を 引 っ 掛 け て 、 保 持 部 軸 ５ ２ を 先 端 側 に 進 行 さ せ て 取 込 開 口 ５
６ の 一 側 部 を 閉 状 態 に し て 取 込 開 口 ５ ６ に 本 血 管 ３ ２ を 取 込 ん で い る 。 し か し な が ら 、 こ
の よ う な 保 持 部 ４ ８ に よ る 取 込 み 操 作 は 、 内 視 鏡 観 察 下 、 狭 い 体 腔 内 で 行 う の は 難 し く 、
手 技 上 の 不 安 を 招 来 す る こ と と な る 。 本 参 考 形 態 の 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た
も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 血 管 を 容 易 に 取 込 む こ と が 可 能 で あ り 、 使 い 勝 手 の 良
い 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 保 持 部 ４ ８ は 、 略 長 方 形
の 取 込 開 口 ５ ６ を 有 す る 略 薄 長 板 形 状 で あ る 。 そ し て 、 保 持 部 ４ ８ は 、 取 込 開 口 ５ ６ の 基
端 側 及 び 一 側 方 に 位 置 さ れ て い る 略 Ｌ 字 状 の 薄 板 形 状 の 保 持 部 基 盤 部 材 ９ ０ 、 取 込 開 口 ５
６ の 先 端 側 に 位 置 さ れ て い る 略 長 方 形 の 薄 板 形 状 の 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ 、 取 込 開 口 ５ ６ の
他 側 方 に 位 置 さ れ て い る 保 持 部 軸 ５ ２ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ５ Ａ 及 び 図 １ ５ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 保 持 部 軸 ５ ２ は 内 視
鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 長 手 軸 方 向 に 進 退 自 在 で あ り 、 保 持 部 軸 ５ ２ の 先 端 部 は 、 保 持 部 先 端 部
材 ５ ４ に ロ ッ ク さ れ 取 込 開 口 ５ ６ の 一 側 部 を 閉 状 態 と す る 閉 位 置 と 、 基 端 側 に 最 大 限 移 動
さ れ 取 込 開 口 ５ ６ の 一 側 部 を 開 状 態 と す る 開 位 置 と の 間 で 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ は 、 保 持 部 基 盤 部 材 ９ ０ の 先 端 部 に 枢 支 さ れ て お り 、 図 １ ６ Ａ 及 び
図 １ ６ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 部 基 盤 部 材 ９ ０ の 先 端 部 を 通 り 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 長
手 軸 方 向 に 延 び て い る 回 動 軸 を 中 心 と し て 回 動 自 在 で あ る 。 そ し て 、 保 持 部 基 盤 部 材 ９ ０
と 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ と の 間 に は 、 保 持 部 基 盤 部 材 ９ ０ に 対 し て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 水
平 状 態 を 保 持 す る よ う に 、 保 持 部 基 盤 部 材 ９ ０ に 対 し て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ を 付 勢 す る 弾
性 部 材 ９ ２ が 介 設 さ れ て い る 。 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ に 荷 重 が 加 え ら れ る と 、 保 持 基 盤 部 材
９ ０ に 対 し て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 回 動 さ れ て 取 込 開 口 ５ ６ の 先 端 部 が 開 状 態 と な り 、 保
持 部 先 端 部 材 ５ ４ か ら 荷 重 が 解 除 さ れ る と 、 弾 性 部 材 ９ ２ の 作 用 に よ り 、 保 持 基 盤 部 材 ９
０ に 対 し て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 水 平 状 態 に 復 帰 し て 取 込 開 口 ５ ６ の 先 端 部 が 閉 状 態 と な
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 内 視 鏡 観 察 下 、 保 持
部 ４ ８ に よ っ て 本 血 管 ３ ２ を 取 込 む 際 に は 、 保 持 部 軸 ５ ２ を 基 端 側 に 後 退 さ せ て 取 込 開 口
５ ６ の 一 側 部 を 開 状 態 に し 、 保 持 部 材 操 作 部 ４ ６ を 操 作 し て 取 込 開 口 ５ ６ 内 に 本 血 管 ３ ２
を 配 置 さ せ る 。 こ の 際 、 本 血 管 ３ ２ に よ っ て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ に 荷 重 が 加 わ る と 、 保 持
部 基 盤 部 材 ９ ０ に 対 し て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 回 動 さ れ て 取 込 開 口 ５ ６ の 先 端 部 も 開 状 態
と な る た め 、 取 込 開 口 ５ ６ 内 に 本 血 管 ３ ２ を 容 易 に 配 置 さ せ る こ と が で き る 。 取 込 開 口 ５
６ 内 に 本 血 管 ３ ２ が 配 置 さ れ 、 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ か ら 荷 重 が 解 除 さ れ る と 、 弾 性 部 材 ９
２ の 作 用 に よ り 、 保 持 部 基 盤 部 材 ９ ０ に 対 し て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 水 平 状 態 に 復 帰 さ れ
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、 取 込 開 口 ５ ６ の 先 端 部 が 閉 状 態 と な る 。 こ の 後 、 保 持 部 軸 ５ ２ を 先 端 側 に 進 行 さ せ て 、
保 持 部 軸 ５ ２ の 先 端 部 を 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ に ロ ッ ク し て 、 取 込 開 口 ５ ６ の 一 側 部 を 閉 状
態 に し て 取 込 開 口 ５ ６ に 本 血 管 ３ ２ を 取 込 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 従 っ て 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 取 込
開 口 ５ ６ に 本 血 管 ３ ２ を 配 置 さ せ る に 際 し て 、 本 血 管 ３ ２ に よ っ て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ に
荷 重 が 加 わ る と 、 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 回 動 し て 取 込 開 口 ５ ６ の 先 端 部 が 開 状 態 と な り 、
本 血 管 ３ ２ に よ る 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ へ の 荷 重 が 解 除 さ れ る と 、 弾 性 部 材 ９ ２ の 作 用 に よ
っ て 、 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 回 動 し て 取 込 開 口 ５ ６ の 先 端 部 が 閉 状 態 と な っ て い る 。 こ の
た め 、 本 血 管 ３ ２ の 取 込 み が 容 易 と な っ て お り 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ の 使 い 勝 手 が 良 く な
っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ 参 考 形 態 を 示 す 。 第 １ 参 考 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は
、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 参 考 形 態 の 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ は 、 弾 性 材
料 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 保 持 部 基 盤 部 材 ９ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡
用 処 置 具 ３ ０ で は 、 本 血 管 ３ ２ に よ っ て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ に 荷 重 が 加 わ る と 、 保 持 部 先
端 部 材 ５ ４ が 弾 性 変 形 さ れ て 湾 曲 さ れ 、 取 込 開 口 ５ ６ の 先 端 部 が 開 状 態 と な る 。 そ し て 、
保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ か ら 荷 重 が 解 除 さ れ る と 、 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ 自 体 の 弾 性 に よ り 、 保
持 部 基 盤 部 材 ９ ０ に 対 し て 保 持 部 先 端 部 材 ５ ４ が 水 平 状 態 に 復 帰 さ れ 、 取 込 開 口 ５ ６ の 先
端 部 が 閉 状 態 と な る 。 従 っ て 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ ０ は 、 第 １ 参 考 形 態 の 内 視
鏡 用 処 置 具 ３ ０ と 同 様 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ は 、 本 発 明 の 第 ３ 参 考 形 態 を 示 す 。 図 ２ ７ に 示 さ れ る よ う に 、 組 織 か
ら 本 血 管 ３ ２ を 剥 離 す る 従 来 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ ２ ０ で は 、 本 血 管 ３ ２ を 剥 離 す る た め の
へ ら 状 の ヘ ッ ド 部 材 １ ２ ２ が 先 端 部 に 配 設 さ れ て お り 、 こ の ヘ ッ ド 部 材 １ ２ ２ を 本 血 管 ３
２ に 沿 っ て 本 血 管 ３ ２ の 長 手 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 本 血 管 ３ ２ が 剥 離 さ れ る 。 し
か し な が ら 、 本 血 管 ３ ２ は 円 管 形 状 で あ る た め 、 本 血 管 ３ ２ を 組 織 か ら 完 全 に 剥 離 す る た
め に は 、 ヘ ッ ド 部 材 １ ２ ２ を 本 血 管 ３ ２ の 周 方 向 に 徐 々 に ず ら し な が ら 、 本 血 管 ３ ２ の 長
手 軸 方 向 に 何 度 も 進 退 さ せ な け れ ば な ら ず 、 剥 離 操 作 が 煩 雑 と な っ て い る 。 ま た 、 本 血 管
３ ２ か ら 側 枝 血 管 ３ ４ が 分 岐 し て い る 箇 所 で は 、 剥 離 部 分 の 形 状 が 複 雑 で あ る た め 剥 離 操
作 が 難 し く な っ て い る 。 本 参 考 形 態 の 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の
目 的 と す る と こ ろ は 、 本 血 管 を 容 易 に 剥 離 す る こ と が 可 能 で あ り 、 使 い 勝 手 の 良 い 内 視 鏡
用 処 置 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ に 示 さ れ る よ う に 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ は 、 術 者 に 把 持
さ れ る ハ ン ド ル 部 材 ９ ４ 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 本 体 部 材 ９ ６ 、 本 血 管 ３ ２ を 剥 離 す
る ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 基 端 側 か ら 順 に 連 結 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 中 実 な 本
体 部 材 ９ ６ に 代 わ っ て 、 中 空 の シ ー ス 部 材 を 用 い て も よ い 。 本 体 部 材 ９ ６ の 先 端 部 に は ブ
ッ シ ュ 部 材 １ ０ ０ を 介 し て ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ が 連 結 さ れ て お り 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ は ブ ッ シ ュ
部 材 １ ０ ０ と 共 に 本 体 部 材 ９ ６ の 長 手 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 自 在 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ に は 、 本 血 管 ３ ２ の 外 周 面 の 略 全 周 を 覆 う よ う に 本 血 管 ３ ２ を 本 血 管 ３
２ の 長 手 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 収 容 す る 剥 離 部 １ ０ ２ が 略 上 記 長 手 軸 方 向 に 穿 設 さ れ て い る
。 ま た 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ に は 、 側 枝 血 管 ３ ４ を 通 過 さ せ る た め 、 剥 離 部 １ ０ ２ と 外 部 と を
連 通 す る 切 欠 部 １ ０ ４ が 剥 離 部 １ ０ ２ の 略 全 長 に わ た っ て 延 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 ヘ ッ
ド 部 材 ９ ８ の 先 端 側 に は 、 側 枝 血 管 ３ ４ に ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 誘 導 さ せ て 側 枝 血 管 ３ ４ に 切
欠 部 １ ０ ４ の 先 端 部 を ア ラ イ ン メ ン ト さ せ る た め 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ の 先 端 部 と 切 欠 部 １ ０
４ の 先 端 部 と を 連 続 的 に 滑 ら か に 接 続 し て い る 誘 導 部 １ ０ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 組 織 か ら 本 血 管 ３ ２
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を 剥 離 す る 際 に は 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ の 剥 離 部 １ ０ ２ に 本 血 管 ３ ２ を 収 容 し 、 ヘ ッ ド 部 材 ９
８ を 本 血 管 ３ ２ に 沿 っ て 本 血 管 ３ ２ の 長 手 軸 方 向 に 進 行 さ せ て 、 組 織 か ら 本 血 管 ３ ２ の 外
周 面 の 略 全 周 を 剥 離 す る 。 そ し て 、 本 血 管 ３ ２ か ら 側 枝 血 管 ３ ４ が 分 岐 し て い る 箇 所 で は
、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 本 血 管 ３ ２ に 沿 っ て 本 血 管 ３ ２ の 長 手 軸 方 向 に 進 行 さ せ る こ と に よ り
、 側 枝 血 管 ３ ４ に 誘 導 部 １ ０ ６ を 当 接 さ せ 、 側 枝 血 管 ３ ４ に ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 誘 導 さ せ て
本 体 部 材 ９ ６ に 対 し て ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 回 転 さ せ 、 切 欠 部 １ ０ ４ の 先 端 部 を 側 枝 血 管 ３ ４
に ア ラ イ ン メ ン ト さ せ る 。 そ し て 、 切 欠 部 １ ０ ４ に 側 枝 血 管 ３ ４ を 通 過 さ せ つ つ ヘ ッ ド 部
材 ９ ８ を 進 行 さ せ 、 組 織 か ら 本 血 管 ３ ２ の 外 周 面 の 略 全 周 を 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 従 っ て 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用
処 置 具 ３ １ で は 、 切 離 部 ６ ２ に 本 血 管 ３ ２ を 収 容 し 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 本 血 管 ３ ２ の 長 手
軸 方 向 に 進 行 さ せ て 組 織 か ら 本 血 管 ３ ２ の 外 周 面 を 剥 離 し て お り 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 本 血
管 ３ ２ の 長 手 軸 方 向 に 何 度 も 進 退 さ せ る こ と な く 本 血 管 ３ ２ を 剥 離 す る こ と が 可 能 と な っ
て い る 。 ま た 、 側 枝 血 管 ３ ４ が あ る 箇 所 で は 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 本 血 管 ３ ２ の 長 手 軸 の 軸
回 り 方 向 に 回 転 さ せ て 切 欠 部 １ ０ ４ の 先 端 部 を 側 枝 血 管 ３ ４ に ア ラ イ ン メ ン ト さ せ て 、 側
枝 血 管 ３ ４ を 切 欠 部 １ ０ ４ に 通 過 さ せ つ つ ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 本 血 管 ３ ２ の 長 手 軸 方 向 に 移
動 さ せ て お り 、 側 枝 血 管 ３ ４ が あ る 箇 所 で も 本 血 管 ３ ２ を 剥 離 す る こ と が 可 能 と な っ て い
る 。 こ の よ う に 、 本 血 管 ３ ２ を 容 易 に 剥 離 す る こ と が 可 能 と な っ て お り 、 内 視 鏡 用 処 置 具
３ １ の 使 い 勝 手 が 良 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 側 枝 血 管 ３ ４ が あ る 箇 所 で は 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 本 血 管 ３ ２ の 長 手 軸 方 向 に 進 行
さ せ る だ け で 、 側 枝 血 管 ３ ４ に 誘 導 部 １ ０ ６ が 当 接 さ れ 、 側 枝 血 管 ３ ４ に ヘ ッ ド 部 材 ９ ８
が 誘 導 さ れ て 本 体 部 材 ９ ６ に 対 し て ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ が 回 転 さ れ 、 切 欠 部 １ ０ ４ の 先 端 部 が
側 枝 血 管 ３ ４ に ア ラ イ ン メ ン ト さ れ て い る 。 即 ち 、 切 欠 部 １ ０ ４ は 自 動 的 に 側 枝 血 管 ３ ４
に ア ラ イ ン メ ン ト さ れ て お り 、 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ の 使 い 勝 手 が さ ら に 良 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 第 ４ 参 考 形 態 を 示 す 。 第 ３ 参 考 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は
、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 参 考 形 態 の ハ ン ド ル 部 材 ９ ４ は 基 端 側 が 開
口 し て い る 中 空 形 状 で あ り 、 ま た 、 本 体 部 材 と し て 中 空 の シ ー ス 部 材 １ ０ ８ を 用 い て い る
。 そ し て 、 ハ ン ド ル 部 材 ９ ４ の 基 端 開 口 を 介 し て シ ー ス 部 材 １ ０ ８ の 基 端 開 口 か ら 内 視 鏡
３ ６ を 挿 入 し て 、 シ ー ス 部 材 １ ０ ８ に 内 視 鏡 ３ ６ を 挿 通 す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、
シ ー ス 部 材 １ ０ ８ の 先 端 部 に は ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ が 固 定 さ れ て お り 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ は 、 シ
ー ス 部 材 １ ０ ８ の 先 端 部 に 配 置 さ れ て い る 内 視 鏡 ３ ６ の 先 端 部 か ら 先 端 側 が 観 察 可 能 な よ
う に 、 少 な く と も 一 部 分 が 透 明 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 組 織 か ら 本 血 管 ３ ２
を 剥 離 す る 際 に は 、 側 枝 血 管 ３ ４ が あ る 箇 所 で は 、 内 視 鏡 観 察 下 、 ハ ン ド ル 部 材 ９ ４ に よ
っ て 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ を 回 転 操 作 し て ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ を 回 転 さ せ て 、 切 欠 部 １ ０ ４ の 端
部 を 側 枝 血 管 ３ ４ に ア ラ イ ン メ ン ト さ せ る 。 従 っ て 、 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ は
、 第 ３ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ と 同 様 な 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 第 ３ 参 考 形 態 の 内 視
鏡 用 処 置 具 ３ １ の よ う に 側 枝 血 管 ３ ４ に 誘 導 部 １ ０ ６ を 当 接 さ せ な い た め 、 側 枝 血 管 ３ ４
に 不 要 な 力 が 負 荷 さ れ る こ と が 回 避 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ １ 乃 至 図 ２ ４ は 、 本 発 明 の 第 ５ 参 考 形 態 を 示 す 。 第 ３ 参 考 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す
る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 参 考 形 態 の ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ は 、
２ 枚 の 略 直 角 三 角 形 の 板 状 部 材 を 、 直 角 部 分 を 基 端 側 と し て 底 辺 部 分 を 板 状 部 材 同 士 が 所
定 の 角 度 を な す よ う に 連 結 し た 形 状 を 有 し 、 先 端 側 か ら み て Ｖ 字 形 状 を な し て い る 。 そ し
て 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ に は 、 Ｖ 字 形 状 に お け る 底 部 に お い て 基 端 側 か ら 先 端 側 へ と 挿 入 孔 １
１ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 挿 入 孔 １ １ ０ に 本 体 部 材 ９ ６ の 先 端 部 が 挿 入 さ れ て い る 。 そ
し て 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ は 、 本 体 部 材 ９ ６ に 対 し て 本 体 部 材 ９ ６ の 長 手 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回
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転 自 在 で あ る 。 本 実 施 形 態 の ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ で は 、 Ｖ 字 形 状 に お け る 内 側 底 部 に よ っ て 剥
離 部 １ ０ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 Ｖ 字 形 状 に お け る 上 方 へ の 開 口 形 状 に よ っ て 切 欠 部 １ ０ ４
が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ２ 枚 の 板 状 部 材 の 斜 辺 部 分 は 、 滑 ら か な 斜 面 形 状 を な し 、 誘 導
部 １ ０ ６ を 形 成 し て い る 。 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ の 作 用 効 果 は 、 第 ３ 参 考 形 態
と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ２ ５ は 、 本 発 明 の 第 ６ 参 考 形 態 を 示 す 。 第 ５ 参 考 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は
、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 参 考 形 態 の ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ で は 、 先 端 側 に
第 １ の 誘 導 部 １ ０ ６ ａ が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 基 端 側 に も 第 ２ の 誘 導 部 １ ０ ６ ｂ が 形 成
さ れ て い る 。 こ の 第 ２ の 誘 導 部 １ ０ ６ ｂ は 、 基 端 側 か ら 先 端 側 へ と 本 体 部 材 ９ ６ の 長 手 軸
か ら 緩 や か に 離 間 し て い く 形 状 を 有 す る 。 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ で は 、 本 血 管
３ ２ か ら 側 枝 血 管 ３ ４ が 分 岐 し て い る 箇 所 で あ っ て も 、 ヘ ッ ド 部 材 ９ ８ の 進 行 と 後 退 と の
い ず れ に よ っ て も 組 織 か ら 本 血 管 ３ ２ を 容 易 に 剥 離 す る こ と が 可 能 と な っ て お り 、 内 視 鏡
用 処 置 具 ３ １ の 使 い 勝 手 が さ ら に 良 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ２ ６ は 、 本 発 明 の 第 ７ 参 考 形 態 を 示 す 。 第 ５ 参 考 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は
、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 参 考 形 態 で は 、 第 ４ 参 考 形 態 と 同 様 に 、 本
体 部 材 と し て 、 内 視 鏡 ３ ６ を 挿 通 可 能 な 中 空 の シ ー ス 部 材 １ ０ ８ を 用 い る 。 ヘ ッ ド 部 材 ９
８ の 挿 入 孔 １ １ ０ は 、 基 端 側 か ら 先 端 側 ま で 貫 通 し て お り 、 シ ー ス 部 材 １ ０ ８ の 先 端 部 に
配 置 さ れ た 内 視 鏡 ３ ６ の 先 端 部 か ら 、 挿 入 孔 １ １ ０ の 先 端 部 を 介 し て 先 端 側 が 観 察 可 能 で
あ る 。 本 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ３ １ の 作 用 効 果 は 、 第 ４ 参 考 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 本 出 願 の 他 の 特 徴 的 な 技 術 事 項 を 下 記 の 通 り 付 記 す る 。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 　
（ 付 記 項 １ ） 近 位 端 と 遠 位 端 を 有 す る 筒 部 材 と 、 筒 部 材 内 に 挿 入 可 能 な 内 視 鏡 と 、 筒 部 材
遠 位 端 で 組 織 を 処 置 す る 処 置 部 材 と 、 筒 部 材 近 位 端 に 設 け ら れ た 処 置 部 材 を 移 動 操 作 可 能
な 操 作 部 材 と 、 筒 部 材 遠 位 端 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 先 端 を 拭 く 拭 き 取 り 部 材 を 有 す る 、 内 視
鏡 手 術 に 用 い る 処 置 具 に お い て 、 処 置 部 材 は 、 収 納 位 置 と 突 出 位 置 の 間 を 可 逆 的 に 移 動 す
る 際 に 、 少 な く と も 一 回 は 拭 き 取 り 部 材 で 内 視 鏡 先 端 を 拭 く よ う に 、 処 置 具 移 動 量 を 拭 き
取 り 部 材 移 動 量 に 変 換 す る 移 動 量 変 換 手 段 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 付 記 項 ２ ） 所 定 の 処 置 具 移 動 量 を 超 え る と 移 動 量 変 換 手 段 は 機 能 し な い こ と 、 を 特 徴 と
す る 付 記 項 １ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 付 記 項 ３ ） 先 端 部 及 び 基 端 部 を 有 す る 細 長 い 本 体 部 材 （ 外 管 部 材 ） と 、 前 記 本 体 部 材 の
先 端 部 に 配 置 さ れ 、 血 管 を 取 込 む 取 込 開 口 が 形 成 さ れ て い る 補 足 部 （ 保 持 部 ） と 、 前 記 補
足 部 に 設 け ら れ 、 前 記 取 込 開 口 の 外 周 部 の 一 部 分 を 開 閉 す る よ う に 移 動 可 能 な 開 閉 部 材 （
保 持 部 軸 ） と 、 前 記 本 体 部 の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 開 閉 部 材 を 移 動 す る た め の 開 閉 部 材
操 作 部 （ 保 持 部 軸 操 作 部 ） と 、 前 記 補 足 部 に 設 け ら れ 、 前 記 取 込 開 口 の 外 周 部 の 他 の 一 部
分 を 開 閉 す る よ う に 回 動 可 能 な 回 動 部 材 （ 保 持 部 先 端 部 材 ） と 、 前 記 回 動 部 材 が 前 記 取 込
開 口 の 外 周 部 の 他 の 一 部 分 を 閉 じ た 状 態 を 保 持 す る よ う に 前 記 回 動 部 材 を 付 勢 す る 弾 性 手
段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 そ し て 、 本 付 記 項 ３ の 発 明 で は 、 開 閉 部 材 操 作 部 に よ っ て 開 閉 部 材 を 移 動 さ せ て 取 込 開
口 の 外 周 部 の 一 部 分 を 開 き 、 取 込 部 に 血 管 を 配 置 さ せ 、 開 閉 部 材 操 作 部 に よ っ て 開 閉 部 材
を 移 動 さ せ て 取 込 開 口 の 外 周 部 の 一 部 分 を 閉 じ 、 取 込 部 に 血 管 を 取 込 む が 、 取 込 部 に 血 管
を 配 置 さ せ る に 際 し て 、 血 管 に よ っ て 回 動 部 材 に 荷 重 が 加 わ る と 、 回 動 部 材 が 回 動 し て 取
込 開 口 の 外 周 部 の 他 の 一 部 分 が 開 か れ 、 血 管 に よ る 回 動 部 材 へ の 荷 重 が 解 除 さ れ る と 、 弾
性 部 材 の 作 用 に よ っ て 、 回 動 部 材 が 回 動 し て 取 込 開 口 の 外 周 部 の 他 の 一 部 分 が 閉 じ ら れ る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】

10

20

30

40

50

(11) JP 2007-37632 A 2007.2.15



（ 付 記 項 ４ ） 前 記 弾 性 手 段 は 、 弾 性 部 材 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ３ に 記 載 の 内 視
鏡 用 処 置 具 。 　
　 そ し て 、 本 付 記 項 ４ の 発 明 で は 、 弾 性 部 材 に よ っ て 、 回 動 部 材 が 取 込 開 口 の 外 周 部 の 他
の 一 部 分 を 閉 じ た 状 態 を 保 持 す る よ う に 回 動 部 材 を 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 付 記 項 ５ ） 前 記 弾 性 手 段 は 、 前 記 回 動 部 材 自 体 の 有 す る 弾 性 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る
付 記 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 そ し て 、 本 付 記 項 ５ の 発 明 で は 、 回 動 部 材 自 体 の 有 す る 弾 性 に よ っ て 、 回 動 部 材 が 取 込
開 口 の 外 周 部 の 他 の 一 部 分 を 閉 じ た 状 態 を 保 持 す る よ う に 回 動 部 材 を 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 付 記 項 ３ 乃 至 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 血 管 を 容 易 に 取 込 む こ と が 可 能 で あ り 、 内 視 鏡 用 処 置
具 の 使 い 勝 手 が 良 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 付 記 項 ６ ）
　 先 端 部 を 有 す る 細 長 い 本 体 部 材 と 、 前 記 本 体 部 材 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 本 血 管 を 剥 離 す
る ヘ ッ ド 部 材 と 、 を 具 備 し 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 は 、 前 記 本 血 管 の 外 周 面 を 覆 う よ う に 前 記 本
血 管 を 前 記 本 血 管 の 長 手 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 収 容 す る 剥 離 部 と 、 前 記 剥 離 部 の 略 全 長 に わ
た っ て 前 記 剥 離 部 と 外 部 と を 連 通 す る 切 欠 部 と 、 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処
置 具 。 　
　 そ し て 、 本 付 記 項 ６ の 発 明 で は 、 切 離 部 に 本 血 管 を 収 容 し 、 ヘ ッ ド 部 材 を 本 血 管 の 長 手
軸 方 向 に 移 動 さ せ 、 側 枝 血 管 が あ る 箇 所 で は 、 ヘ ッ ド 部 材 を 本 血 管 の 長 手 軸 の 軸 回 り 方 向
に 回 転 さ せ て 切 欠 部 の 端 部 を 側 枝 血 管 に ア ラ イ ン メ ン ト さ せ て 、 側 枝 血 管 を 切 欠 部 に 通 過
さ せ つ つ ヘ ッ ド 部 材 を 本 血 管 の 長 手 軸 方 向 に 移 動 さ せ て 、 組 織 か ら 本 血 管 の 外 周 面 を 剥 離
す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ 付 記 項 ７ ）
　 前 記 ヘ ッ ド 部 材 は 、 前 記 本 体 部 材 に 前 記 本 体 部 材 の 長 手 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 自 在 に 接
続 さ れ て お り 、 前 記 ヘ ッ ド 部 材 に 設 け ら れ 前 記 切 欠 部 の 端 部 と 連 続 的 に 滑 ら か に 接 続 さ れ
て い る 少 な く と も １ つ の 誘 導 部 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処
置 具 。 　
　 そ し て 、 本 付 記 項 ７ の 発 明 で は 、 側 枝 血 管 が あ る 箇 所 で は 、 ヘ ッ ド 部 材 を 本 血 管 の 長 手
軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 側 枝 血 管 に 誘 導 部 を 当 接 さ せ 、 側 枝 血 管 に ヘ ッ ド 部 材 を
誘 導 さ せ て 本 体 部 材 に 対 し て ヘ ッ ド 部 材 を 回 転 さ せ 、 切 欠 部 の 端 部 を 側 枝 血 管 に ア ラ イ ン
メ ン ト さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 付 記 項 ８ ）
　 前 記 本 体 部 材 は 、 内 視 鏡 を 挿 通 し て そ の 先 端 部 か ら 先 端 側 を 観 察 可 能 な シ ー ス 部 材 で あ
り 、 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 シ ー ス 部 材 の 基 端 部 に 設 け ら れ 前 記 内 視 鏡 用 処 置 具 を 前
記 シ ー ス 部 材 の 長 手 軸 の 軸 回 り 方 向 に 回 転 操 作 す る た め の ハ ン ド ル 部 材 を さ ら に 具 備 す る
、 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 本 付 記 項 ８ の 発 明 で は 、 側 枝 血 管 が あ る 箇 所 で は 、 内 視 鏡 観 察 下 、 ハ ン ド ル 部 材 に よ っ
て 内 視 鏡 用 処 置 具 を 回 転 操 作 し て ヘ ッ ド 部 材 を 回 転 さ せ て 、 切 欠 部 の 端 部 を 側 枝 血 管 に ア
ラ イ ン メ ン ト さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 付 記 項 ９ ）
　 前 記 少 な く と も １ つ の 誘 導 部 は 、 前 記 切 欠 部 の 両 端 部 に 夫 々 接 続 さ れ て い る ２ つ の 誘 導
部 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。 　
　 そ し て 、 本 付 記 項 ９ の 発 明 で は 、 側 枝 血 管 に ２ つ の 誘 導 部 の 内 の い ず れ か の 誘 導 部 を 当
接 さ せ 、 切 欠 部 の 両 端 部 の 内 の い ず れ か の 端 部 を 側 枝 血 管 に ア ラ イ ン メ ン ト さ せ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 は 、 組 織 へ の 処 置 に 際 し て 内 視 鏡 が 自 動 的 に 拭 取 ら れ る 、 使 い 勝 手 が よ い 、 内 視
鏡 と 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ 、 内 視 鏡 観 察 下 、 体 腔 内 で 処 置 を 行 う 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 使 用 状 態 で 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 、 切 離 部 が 待 機 位 置 に あ る
状 態 で 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 、 切 離 部 が 切 離 位 置 に あ る
状 態 で 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 、 切 離 部 が 待 機 位 置 に あ
る 状 態 で 示 す 模 式 図 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 、 切 離 部 が 待 機 位 置 に あ
る 状 態 で 示 す 正 面 図 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 、 切 離 部 が 解 除 位 置 に あ
る 状 態 で 示 す 模 式 図 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 、 切 離 部 が 解 除 位 置 に あ
る 状 態 で 示 す 正 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 変 換 手 段 を 、 切 離 部 が 待 機 位 置 に あ る
状 態 で 示 す 模 式 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 変 換 手 段 を 、 切 離 部 が 解 除 位 置 に あ る
状 態 で 示 す 模 式 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 、 切 離 部 が 待 機 位 置 に あ る
状 態 で 示 す 模 式 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 、 切 離 部 が 解 除 位 置 に あ
る 状 態 で 示 す 模 式 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 変 換 手 段 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 変 換 手 段 を 、 切 離 部 が 解 除 位 置 に あ
る 状 態 で 示 す 正 面 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 変 換 手 段 を 、 切 離 部 が 待 機 位 置 に あ
る 状 態 で 示 す 正 面 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 １ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 保 持 部 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ５ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 保 持 部 を 、 保 持 部 先 端 部 材 が 水 平
状 態 に あ る 状 態 で 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ５ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 保 持 部 を 、 保 持 部 先 端 部 材 が 水 平
状 態 に あ る 状 態 で 示 す 正 面 図 。
【 図 １ ６ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 保 持 部 を 、 保 持 部 先 端 部 材 を 回 動
さ せ た 状 態 で 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ６ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 保 持 部 を 、 保 持 部 先 端 部 材 を 回 動
さ せ た 状 態 で 示 す 正 面 図 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 保 持 部 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ３ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 及 び 内 視 鏡 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ５ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 部 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ５ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 部 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 部 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ５ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 部 を 示 す 横 断 面 図 。
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【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ６ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 部 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 第 ７ 参 考 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 部 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ ７ 】 従 来 の 血 管 剥 離 用 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ３ ０ … 内 視 鏡 用 処 置 具 、 ３ ６ … 内 視 鏡 、 ３ ８ … 外 管 部 材 、 ５ ８ … 処 置 部 材 、 ６ ０ … 操 作
部 、 ６ ２ … 処 置 部 、 ６ ４ … 拭 取 部 材 、 ６ ６ … 拭 取 部 、 ６ ８ ， ７ ０ ， ７ ２ ， ７ ４ … 変 換 手 段
、 ７ ６ ， ７ ８ ， ８ ０ … 変 換 手 段 、 ８ ２ ， ８ ４ … 変 換 手 段 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ Ａ 】

【 図 １ ５ Ｂ 】

【 図 １ ６ Ａ 】

【 図 １ ６ Ｂ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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